
悲しみの収穫　
ウクライナ大飢饉−スターリンの農業集団化と飢饉テロ−
　今から 90 年前の 1933 年、ヨーロッパの穀倉地帯ウクライナで起きた農民 700 万人以上の
犠牲者を出したスターリンによる飢饉テロ。この大虐殺の全貌を初めて世界に知らしめ、ソ連
崩壊を加速させたロバート・コンクエストの 1985 年の歴史的名著。2007 年初邦訳の新装版。
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本書再刊行の意味
■ 2022 年 2 月 24 日、プーチンのロシアは隣国ウクライナに侵攻し、
世界を混乱に落とし入れた。実にロシアが、手段を選ばぬソ連邦の
正統的後継国家たることを証明する蛮行であった。20世紀の悪夢が、
時を隔てた 21 世紀に甦り、そして今も続いている。ロシアが内包
する根源的暴力性に隣国が無縁でいられるかを日本人に問う。

内　容 
■ 20 世紀に出現した共産主義国家は、必ず無辜の自国民を大量に
餓死させ続けた。飢餓が支配の手段だったからである。ロシアを盟
主とするソ連邦に組み込まれていたウクライナでは、1932 〜 33 年
に全人口の約 20% である 700 万人がスターリンの犠牲となった。
毛沢東が大躍進時代に中国農民 3000 万人を餓死させたといっても、
これは全人口の 5％にすぎない。この大飢饉がウクライナ民族に与
えた影響は計り知れない。本書は、このロシア的蛮行の原型である

「大飢饉」の詳細な記録である。
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